
清
儒
愈
曲
園

ご
そ
の
金
剛
経
注

日

幅

島

俊

翁

β

七

禽
曲
園

は
金
剛
経
を
注
す
る
に
當

つ
て
、
從
來
の
三
十

二
分

こ
す
る
分
段

に
擦
ら
す
、
全
く
新
し
い
見
方

か
ら
、

一
貫

し
π
妙
旨
を
開
顯
し
よ
う

ご
カ

め
忙
。
そ
れ
で
本
経
中
特

に
経
文

の
功
徳
を
讃
嘆
誇
揚
し
、
諦
持
者
の
輻
徳
を

喩
現
す
る
箇
所
は
悉
く
沫
滑
し
て
、
後
世
佛
子

の
蜜
添
せ
る
も
の
こ
し
て
信
ぜ
す
、
猫
り
佛
説

の
眞
面
目

に
燭
れ
ん

こ
ご
を
企
圖
し
て
ゐ
る
。
固
よ
り
彼

の
所
見

の
凡
て
が
確
實
穏
蛋

で
あ
る
ε
は
言
ひ
得
な

い
も

の
が
あ

る

に

し

て

も
、
其

の
深
く
丈
賑
を
察

し
、
細

に

義
理
を
穿
ち
來

つ
て
極

め
て
明
快

に

透
徹
し
把
概
念
を

把
握
せ
し
め
得
る
黙

は
、
彼

の
執
は
れ
な

い
思
ひ
切

つ
セ
態
度
其
者

ご
共

に
大

い
に
多

ε
す

べ
き
黙
が
あ
る
。

尤

も
彼
は
清
朝
末
期
に
出
て
あ
ら
ゆ
る
経
史
子
集

に
渉

つ
て
、
該
博
な
考
謹
を
塗
げ
、
不
朽
の
業
績
を
残

し
π
人

で
あ
る
以
上
、
本
経

の
語
句
に
封
し
て
も
牲

々
精
緻
な
考
謹
校
勘
を
試
み
る
こ
ご
を
忘
れ

て
ゐ
な

い
。
例

へ
ば
、
本

経

の
第
入
分
即
ち
命
曲
園

の
上
篇
第
五
節

の
中

の
蜜
入
の
文

ご
さ
れ
る

清
儒
前̂
曲
園
と
そ
の
金
剛
経
注
(三
)

三
七



清
儒

前̂
曲
園
と
そ

の
金
剛
輕
注

(
三
)

三
入

　

　

も

若
人
満
晶三
千
世
界
鞘七
寳
。
以
用
轟布
施
隔。
是
人
所
'得
幅
徳
寧
爲
.多

不
。
須
菩
提
言
。
甚
多
。
何
以
故
。
是
編
徳
帥

　

　

　

へ

非

鵜

徳
性
一。
是
故
如
來
説
・一旛
徳

多
。

む

ご
い
ふ
部
分

に
就

て
、
彼

の
金
剛
経
訂
義

で
は
次
の
様

に
論
じ
て
ゐ
る
。
按
す
る
に
こ
＼
の
「
是
幅
徳
帥
非
輻
徳
性
」

む

ε
い
ふ
時
の
性

の
字
は
恐
ら
く
術
文
で
あ
ら
う
。

こ
＼
は
是
幅
徳
即
非
幅
徳

ざ
あ
る

べ
き
で
無
實
無
虚

の
義
を
表
し

π
の
で
あ
る
。
今
此
の
丈
を
第
十
九
分

(帥
ち
曲
園

の
所
謂
下
篇

第
玉
節
)
の
、

若
有
'人
満
晶三
千
大
千
世
界
一七
寳
以
用
・・布
施
一。
是
人
以
・一是
因
縁
一。

得
.幅
多
不
。
世
奪
。
此
人
以
一是

因
縁
一。
得
p

嚢

多
・
須
菩
提
・
蕎

響

棄

蝶

譲

配
鷺

甜
蝦
)
・
如
來
不
諒

径
鵜
徳
多
上・
諮

饗

散
・
黎

説
昌編

徳
多

。

こ
い
ふ
の
こ
比
較
し
て
見
れ
ば
、
爾
文
の
語
意
頗

る
相
近
き
こ
ご
が
解

る
。
前

に
「
是
幅
徳
」
ご
言

ふ
所

は
後
の
文

の

「
輻
徳
實
有
」
ご
云

ふ
に
當
り
、
前

に
非
幅
徳
こ
い
ふ
は
、
後

の
コ
腸
徳
無
」
ご
し
仁
の
ご
似
て
ゐ
る
。
然

ら
ば
前

の
、

「
是
の
旙
徳
は
部
ち
幅
徳

に
非
す
、
是

の
故

に
輻
徳
を
説
く
こ
ご
多
し
」

ご
言

ふ
に
樹
し
て
後

の
方
で
は
、
「
若
し
頑

徳
實
有
な
ら
ば
、
如
來
は
幅
徳
を
得

る
こ
ε
多
し
ご
は
説

か
じ
、
幅
徳
無
な

る
を
以
て
の
故
に
、
如
來
は
輻
徳
を
得

る
こ
ε
多
し
ご
説
く
」
、

こ
な

つ
て
ゐ
る
の
で
、
語
に
繁
簡
は
あ
る
が

其
意
は
同

一
で
あ
る
。
然

る
に

前
第
五
飾

の

む

「
是
輻
徳
非
鵡腐
徳
性
一」

ご
あ
る
を
其
儘
正
し
い
も
の
ご
考

へ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
、
幅
徳

ご
頑
徳
性

ご
云

ふ
二
つ
の

匪
別
さ
れ
π
意
義
が
出

て
來
る
。
幅
徳
は
外
に
在

る
も
の
で
頑
徳
性

は
内

に
在

る
ご
す
れ
ば
、
内
外
の
分
が
あ
り
、



是
非

の
剃

が
生
す

る
。
俗
解
で
は
此
等

の
輻
徳

は
是
れ
身
外
の
享
用
で
我
眞
性

ご
全

く
相
關
し
な

い
。
帥
ち
幅
徳
は

性
中
よ
り
出
つ
る
も
の
で
は
な

い
ご
考

へ
よ
う
ざ
す
る
の
で
あ
る
が
、
此

の
解
繹

は
淺
き
に
失
し

て
ゐ
る
。
今
本
経

全
禮

の
中
の
髄
例
か
ら
考

へ
て
見
て
も
第
五
発

に

如
來
所
レ説
身
相
即
非
轟身
相
一。

(前
曲
園
上
篇
第
四
節
)

第
十
三
分

に

佛
説
呂般
若
波
羅
蜜
即
非

一般
若
波
羅
蜜

。
(上
篇
第
六
節
)

ご
い
つ
て
、
爾
身
相
を
認
め
す
、
爾
般
若
を
言
は
な

い
の
で
あ
る
が
、
之
よ
り
推
し
て
第
十
四
分

の

是
實
相
者
即
非
奮

相
者
一。
是
故
如
來
説
シ多

實
塑

。
(上
篇
第
六
節
)

第
十

七
舜

の

所
,曇
口
一
繍
馴
法
者
↑◎
餉
即
非

鴨二

切

法
一〇
是

故
名
鴨二

切
法
一。

(下
篇
第

一
節
)

第

十

入

奔

の

如
∵來
説
7話
…心
者
Q

皆
爲
ジ非
レ心

。
是

名

爲
ゼ
心
。

(下
篇
第
四
節
)

第

二
十
分

に

如
來

説
事具

足
色

身
。

即
非

真

足
色

身

。

是
名
㌍具

足
色

身
山。

(下
篇
第
六
節
)

第

二
十

三
分

の濡
…儒
命
…曲
園
と
そ
の
金
剛
経
注
(三
)

三
九



清
儒
命
曲
園
と
そ
の
金
剛
輕
注
(三
)

四
〇

所
p言
善

法
者

。
如

來
読
丁非
昌善

法
㌔

是
名
卯善

法
占。

(下
篇
第
七
節
)

-

第

三
十

分

の

如

來

説
二

合
相

帥
非

二

合
相
一。

是
名
序
一
合

相
占。

(下
篇
第
+
節
)

第

三
十

一
分

に

.
所
レ言

法
相
者

。
如

來
説
写即
非

法̀
相
一。

是
名
中法

相
上。

(下
篇
第
+
一
節
)

ご

あ

る
が
如

く
、
経

中

に
は
同

一
の
論

法
、

思

想
が
甚

だ
多

い
。

是
等

こ

こ
＼
に
云

ふ

是
編
徳

即
非
昌幅
徳

。
是

故

如
來
説

二
職
徳
一多
。

む

ご
を
比
較
す
れ
ば
文
義

一
律
な

る
事
が
明
瞭

で
あ
ら
う
。
之
に
よ
つ
て
も
性

の
字
の
術
な

る
こ
ご
が
謹
せ
ら
れ

る
の

み
な
ら
す
、
第
三
十
分

に

若
是
微
塵
衆
實
有
者
。
佛
則
不
レ説
二是
微
塵
衆
一。
所
以
者
何
。
佛
説
τ微
塵
衆
即
非
邑微
塵
衆
一。
是
名
串微
塵
衆
占。

ご
あ
る
に
依
れ
ば
微
塵
衆
は
實
有
で
は
な

い
、
故
に
非
微
塵
で
あ
る
。
然
ら
ば
幅
徳
も
亦
實
有
で
は
な

い
、
故

に
非

幅
徳
で
あ
る
。
故
に
第
十
九
分

に
、
「
若
し
輻
徳
實
有
な
ら
ば
如
來
は
幅
徳
を
得

る
こ
ご
多

し
ご
説
か
す
」
ご
言

ふ
か

ら
、
「
是
幅
徳
は
即
ち
輻
徳

に
非

す
、
是
故

に
如
來
は
輻
徳
を
説

く
こ
ご
多
し
」
ご
い
ふ
こ
ご
を
謹
し
得

る
ご
思

ふ
。

畢
寛
経
を
以
て
経

を
解
す
る
事
に
よ
つ
て
明
誰
を
求
め
る
事
が
出
來

る
の
で
あ
る
。
蓋
し
此
経

の
大
旨
は
無
實
無
虚

に
あ
る
。
惟

3
無
實
無
虚
で
あ
る
か
ら
即
非
即
是

で
あ

9
所
謂
「
慮
如
是
佳
、
懸
如
是
降
伏
其
心
」
で
あ
る
。
俗
解

で



は
前

に
も
述

べ
把
如
く
、
佳
は
其

の
眞
心
を
佳
す
る
こ
ご
、
降
伏
は
其

の
妄
心
を
降
伏
す
る
ご
考

へ
る
か
ら
、
こ
、
の

　

文
に
於
て
も
幅
徳
の
下

に
性

の

一
字
を
増
し

て
、
幅
徳
は
是
れ
妄

で
あ
る
、
幅
徳
性

が
是
れ
眞

で
あ
る
ε
謂
ふ
風

に

見
る
の
で
あ
る
。
理

こ
し
て
通
す

る
標
で
は
あ
る
が
、
経
文
全
禮

の
語
意

か
ら
見

て

一
律

に
な
ら
漁
の
み
な
ら
す
、

徒
に
葛
藤
を
生
じ
て
経

の
眞
義

に
合

は
ぬ
事

に
な

る
の
で
あ
る
。
(謎
こ

む

吾

人
之

を
思

ふ
に
、

幅
徳

性

の

一
字

が
術

な

る

こ
ご
は
、
愈
曲

園
を

侯

陀
す

ε
も
、
此

文

を

羅
什
課

以
前

の
留
支

課
本

な
ど

こ
比
較

す

る
事

に
由

つ
て
も
考

へ
ら
れ

る
事

で
あ
ら

う
し
、

叉
現

に
傳

へ
ら

る
、
梵

本

の

一
ご
甥
照

し

て

も
其

の
誤

に
氣
付

く

こ
ご
が
出
來

る
ご
思

ふ
。
今
梵

本
を

照
合

し

て
見

る
ご
、

紹
霧

霧
碧

】W冨

σq
㊤
毒
P

"
后
団
甲
ω訂

a
冨

ω
日
9
冨
σq
簿
。
孟

σ
冨

質
9
9

器
パ
碧
爵

窃

ω拐

↓
9
冨

σQ
彗
⑦舜

び
罫
質
"
。。・

ち

も

　

も

も

も

も

も

り

　

　

　

し

あ

も

も

ち

も

　

も

　

其
故
は
世
尊
、
如
來
所
説

の
幅
聚
は
如
來
所
説

の
非
幅
聚
な
れ
ば
な
り
。

(註
=
)

こ
な

つ
て
ゐ
る
檬
で
あ
る
。
無
論
幅
徳
性

ご
幅
徳

ご
を
匠
別
す

る
課
は
な

い
の
で
あ
る
。
が
其
は
兎
も
角

こ
し
て
、

　

も

あ

　

も

ゐ

　

　

こ
、
に
吾
人
は
愈
曲
園
に

は
愈
曲
園
自
ら
の
論
謹
法
が
あ
り
、
考
謹
家

の
誰
も
が
執

る
様

に
、
経
を
以

て
経
を
解
く

芸

ふ
確
信

か
ら
鮮

か
な
考

察

に
達

し
華

を
頗

る
興
味

深
や
撃

る
。

(然
し
命
…曲
園
は
金
剛
経
注
で
は
此
交

は
杢
艦
に
窟
入
と
し
て
取
ら
な
い

)

ヌ
愈
曲
園
は
金
剛
経
訂
義

の
中
に
第
十
四
分

の

「
如
來
是
眞
語
者
實
語
者
如
語
者
不
証
語
者
不
異
語
者
」

ご
あ
る

も
の
に
就
て
、
眞
語
實
語
不
証
語
不
異
語
こ
い
ふ
意
味
は
解
し
易

い
け
れ
共
、
如
語
者

ざ
云

ふ
こ
ざ
は
軍
簡

に
解

し

難

い
。
俗
解

で
は
「
眞
如
に
獣
契
す
る
語
」
こ
し
て
推
美
す

る
檬

に
取

つ
て
ゐ
る
が
、
其
は
経

の
義

に
合

せ
な

い
ご
思

清
儒
八前
曲
園
と
そ
の
金
剛
輕
注
(三
)

四
一



清
儒
前
曲
園
と
そ
の
金
噛
輕
注
(三
)

.

四
二

ふ
。
謂

へ
ら
く
如

語

こ
い
ふ
の
は
帥

ち
實

語

ざ
い
ふ

こ

ざ
で

あ

る
。
實

語

こ

い
ふ
事

も
亦
不

証

語

不
異

語

こ
い
ふ

二

む

ざ
で
あ

る
。

こ
の
如

ご
云

ふ
は
其

の
眞

の
ま

＼
に
其

の
實

の
通

り

ざ
云

ふ
意
味

で
み

つ
て
、
其

の
眞

の
ま

＼

其

の
實

の

ま

、
で

あ
れ

ば
不

証

で
あ

る
。
眞

に
二
眞

な

く
、

實

に

二
實

が
な

い
か

ら
不
異

で

あ

る
。
今

之

を
解

り
易
く
言

へ

ば

一
な

ら
ば

一
ご
日
ひ

二
な
ら

ば

二

ご
日
う

て
不

増
不

減

な

る
も

の
が
所

謂
如

で
あ

る
。

一
な

ら

ば

眞

の

一
で
あ

リ

ニ

な

轟
ぱ
眞

の

二

こ
す

る
を
ロ呉
ご
云

ふ
の
で
、

一
は
實

に

一
で

あ
り
、

二
は
實

に

二
で
あ

る

ご
云

ふ
意
味

で
實

こ

い

ふ
。
故

に
如

語

は

」即
ち
眞

語

で
あ
り
實

語

で
あ

る
。

+
困
H
bっ
'
1
トっ
"
同

こ

い
ふ
が
如

き
は

証

で

あ

る
。

I
H
11

+
bっ

ご

い
ふ
が
如

き
は

之
を
異

ご
謂

ふ
の
で

あ

る
。
故

に
如

語

は
・即
ち
不

読

語
不
異

語

で
あ

る
。
然

り

こ
せ
ぱ

こ
の
眞

語

も

　

實

語
不
証
語
不
異
語
は
實

に
如
語

に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味

か
ら
推
す

ご
、
如
來

ざ
い
ふ
語
も
直
に
解

つ

て
來

る
。
金
剛
脛
で
は
第
十
七
分
に

如
來
者
帥
諸
法
如
義
。

も

　

ε
い
つ
て
ゐ
る
。

こ
の
如
義

こ
い
ふ
こ
ご
は
、
其

の
義
そ
の
ま

、
で
不
増
不
減
を
意
味
す
る
。

こ
、
が
如
來
の
如
な

る
所
以
で
あ
る
。
然
ら
ば
何
故

に
如
來

こ
い
ふ
か
。
第

二
十
九
舜

(箭
氏
下
篇
第
+
節
)
に
「
若
し
人
あ
つ
て
、
如
來
を
來

る
が
若
く
、
去

る
が
若

く
坐
す
る
が
若
く
臥
す
る
が
如
し
ご
言
は
ば
、
是

の
人
は
我
が
説
く
所

の
義
を
解
せ
す
。
何

を
以
て
の
故
な
ら
ば
、
如
來
は

從

り
て
來

る
所
な
く
、
亦
去

る
所
な
け
れ
ば
な
り
。
故

に
如
來

ご
名
つ
く
」
。

ご
あ

る
。
是
を
以
て
言

へ
ば
、
如
來
な

る
も
の
は
、
實

に
有

る
所
な
き
も

の
で
あ
つ
て
、
來
去
坐
臥
に
於

て
は
如
來
を
見



る
に
足
ら
組
。
如
來
を
見
ん
ご
欲
せ
ぱ
、
無
來
無
去

に
於

て
之
を
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
來
も
無

く
去
も
無

い
な
ら
ば
無

有

で
あ
る
。
既

に
無
有
で
あ
れ
ば
、
安

く
に
如
來
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
所
謂
如
來

ご
は
、
來
者

に
就

い
て
言
ふ
の

で
あ

つ
て
、
讐

へ
ば
塞
室

の
中

に

一
の
明
鏡
を
懸

け
陀
模
な
も
の
で
、
人
來
ら
ば
見

て
人

ざ
な
し
、
物

が
來
れ
ば
見

も

あ

て
物

ご
す

る
。
各

玄
其
來

る
が
ま

ま

で
あ

る
。

こ
れ

が
所

謂
如

來

の
意

味

で

あ
る
。

こ
れ

は
佛

敷

に
説

く

の
み

で
な

く
儒
家

の
方

で
も

、
同

じ
も

の

が
あ

る
。

易

の
大

傳

に

仁
者
見
レ之
謂
・乏

仁

一。
智
者

見
'之
謂
二之
知

噛。

百
姓

日
用

而

不
'知

。

(周
易
繋
僻
上
)

こ
い
ふ
が
如

き
ヌ

孔
子

の
弟
子

顔
淵

は
孔

子

に
從

ひ

て
游

び
出

で

て
人

に
告

げ

て

.

吾

有
レ得

美

子
桑

。

・

こ
い
ひ
、

宰
我

子
貢

有
若

も
亦

同

じ

く
「
吾
有
レ得

美

子
u夷

」
ざ
告

げ

て
ゐ

る
。
夫

子

の
道

は

一
で
あ

る
、

而

る
に
顔

淵

は

之
を
得

て
以

て
顔
淵

こ
な

り
、
宰

我
子
貢

有

若

は
之
を
得

て
以

て
宰

我
子
貢

有
若

こ
な

つ
π
。
然

し
孔
子

は
知

ら

な

い
の

で
あ

る
。
然
…ら
ば
孔

子
も
亦

如

來

で
あ

る
。

(註
三
)

さ

て
説

く
所

の
如
來

の
出昼
義

に
就

て
は
、

梵

本

に

↓
暮
罫
σq
暮
餌
一餓

し0
9

げ
馨
9

閾
げ
ゆ
欝
臣
9
帥σq
ρ
簿
巴

巴
ぼ
舜
o
鱒舜

ヨ
・

↓
9
爵
妙σQ
9鼠

凶臨

ω
昌
ゴ
律
o
・
〉
β
=
な
巴
ρ
パ
毬
冨

『ヨ
9
冨
恩

①
審
山
巴

田
く
9。
$
舜
ヨ
●

須
菩
提
よ
、
如
來
と
は
、
此
は
艮
實
其
儘
(眞
如
性
)
の
義
で
あ
る
o

清
儒
八前
曲
園
乏
そ
の
金
剛
輕
注
(三
)

四
三



清
儒
前
曲
園
と
そ

の
金
剛
纏
注

(
三
)

四
四

須
菩
提

よ
、
如
來
と
は
、
此
は
生
ず

る
無
き
法
性

の
義
で

あ
る
。

も

　

も

ご
な

つ
て
居
り
羅
什
は
上
述
の
如
く
「
諸
法
如
義
」
ご
鐸
し
、
菩
提
留
支
は
「
如
來
者
即
實
眞
如
」
こ
い
ひ
、
陳

の
眞
諦

に
在

つ
て
は
、
「
如
來
者
眞
如
別
名
」
、
唐
の
義
浮
は
「
如
來
眞
如
異
名
也
」
こ
し
、
玄
癸
は
「
言
昌如
來
一者
、
帥
是
眞
實

眞
如
増
語
。
言
」知

來
一者
、
帥
是
無
生
法
」
ご
翻
し
、
階

の
笈
多
は
「
如
來
者
善
實
。
畢
覧
不
生
故
此
帥
是
」
こ
し

て
ゐ

る
。
(註
四
)

繁
簡
多
少
の
同
異
は
あ
る
が
、
其
意
を
得
て
ゐ
る
。
而
し
て
之
を
禽
曲
園

の
所
説

に
聞
く
も
敢
て
之
ご

義
を
異
に
す

る
者
で
な

い
ご
信
す
る
。
然

し
乍
ら
禽
曲
園

の
考
ふ
る
如
く
、
儒
家
孔
子
を
引
合

に
出
し
て
如
來
也

ご

断

す
る
所
ま
で
行
く

ご
、
般
若
経
其
自
身
の
敢

ふ
る
所
が
、
吾
入
の
執
は
れ
た
偏
見
を
全
然
放
下
し
審
し
て
萬
物
を

肖
暮
彊
び
9
冨
旧

に
或

は

目
魯
冨
聾
冨

に
見
よ
、
あ

る
が
儘

に
、
端
的
に
眞
實
相
を
達
観
せ
よ

ご
云

ふ
に
在
り
こ
す

る
以
上
、
(註
渡
)

儒
家
本
來

の
立
場
に
照
し
て
、
大

い
に
早
計

に
失
す
る
檬

に
思

へ
る
。
禽
曲
園
自

ら
も
此
黙

に
つ

い
て
反
省
し
泥
ε
見
え

て
金
剛
経
注
で
は
、
そ
こ
ま
で
は
意
を
加

へ
て
は
ゐ
な
い
。

入

愈
曲
園

の
春
在
堂
晴
筆
を
見

る
ご
、
金
剛
経
中

に
あ

る
四
句
掲

に
就

い
て
次
の
様
な
事
を
述

べ
て
ゐ
る
。
曰
く
、

金
剛
経

の
第
入
分

に
あ
る
四
句
掲
を
、
從
來
の
経
を
解
す

る
人

々
は
「
若
以
色
見
我
。
以
音
聲
求
我
。
是
人
行
邪
這
。

不
能
見
如
來
」
。
或
は

「
一
切
有
爲
法
。
如
夢
幻
泡
影
。
如
露
亦
如
電
」
。

ご
あ

る
所
の

一
つ
を
指
す
も
の
こ

考

へ
て



ゐ
る
様
で
あ
る
。
然
し
前

の
掲
は
金
剛
経
で
は
第

二
十
六
分

に
出

で
、
後
者
は
第
三
十

二
分
に
出
て
ゐ
る
。
而
し
て

佛

が
第
八
分
を
説

く
時

に
は
爾
此

の
四
句
偶
は
示

さ
れ

て
ゐ
な

い
。
何
故

に
人

々
に
之
を
受
持
せ
し
め
得
よ
う
か
。

或
人
は

一
書
を
引

い
て
、

天
親
菩
薩
請
轟問
彌
勒
一。
如
何
是
四
句
褐
。
彌
勒

以
"隔無
我
相
四
句
一答
レ之
。

こ
い
ふ
事
を
言
つ
て
ゐ
る
が
自
分
は
其
書
を
見
な

い
か
ら
何

に
擦

つ
π
の
か
知
ら

ぬ
。
然
し
上
文

に

有
轟我
相
、
人
相
、
.衆
生
相
、
壽
者
相

者
。
則
非
二菩
薩
一Q

こ
い
ひ
叉

是
衆
生
無
9復
有
昌我
相
人
相
衆
生
相
壽
者
相
一。

ビ
は
あ
る
が
、
無
我

相
の
四
句
は
第
十
四
分
中

に
見
え

て
ゐ
る
の
で
第
八
分

の
場
合

に
は
此
四
句

は
當
ら
な

い
。
樗

伽
経
に
、
「
我
人
衆
生
壽
命
長
養
士
夫
之
説
」
ご
云

ふ
も
の
が
あ
る
そ
う
だ
け
れ
共
、
之
も
此
の
四
句
に
審
き
な

い
。

こ
す
れ
ば
金
剛
経

の
四
句
掲

ざ
は
果
し

て
何
を
指
す

の
で
あ
ら
う
か
鯛
(註
六
)
ビ
疑

つ
て
ゐ
る
。

こ
こ
ろ
が
禽
曲
園

の
茶
香
室
叢
鋤
に
は
宋

の
宗
密

の
志
雅
堂
篠
鋤
を
引
き
、
其

の
申
・に

佛
藏
中
有
輪龍
王
経

一
雀
一。
其
實

四
句
偶
也
。
云
諸
行
無
常
。

一
切
皆
苦
。
諸
法
無
我
。
寂
滅
爲
樂
。

凡
往
蛤來
江

湖
一者
。
或
遇
直風
濤
作
つ悪
。
宜
7多
盈書
此
経
一投
ザ之
。

ご
あ
る
が
、

こ
＼
の
四
句
掲
が
金
剛
経
の
そ
れ

に
該
當
す

る
の
で
あ
ら
う
か
。
然
ら
す
、
樗
伽
経

の
中

に

清
儒
禽
曲
園
と
そ
の
金
剛
輕
注
(三
)

四
五



清
儒
・前
曲
園
と
そ
の
金
剛
紹
注

(
三
)

●

四
六

佛
告
大
慧
云
。

大
慧
。

彼

四
句
者
。

謂
レ離
二

異
、
倶
不
但
、
有
無
、
非
有
非
無
、
常
無
常
一。
是
名
昌四
句
u。
大

慧
。
此
四
句
離
是
名
二

切
法
一。
大
慧
。
此
四
句
槻
昌察

一
切
塗

。
.懸
當
昌修
學
一。

こ
い
ふ
文
が
あ
る
が
、
金
剛
経

に
所
謂
四
句
偶
は
當

に
此

の
四
句
を
指
し
π
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
四
句
中
に

「
非
有
非
無
」
の
句
が
あ
る
の
で
も
最
も
明
自
で
あ
る
。
蓋
し
こ
れ
は
金
剛
経

の
「
無
實
無
虚
」
の
旨

ご

一
致
す
る
。
経

に
は
、
「
非

法
非
脚非
法
」
こ
い
つ
て
ゐ
る
が
、

こ
の
非
法
は

こ
、
の
非
有
で
あ
り
、
非
非
法
は
こ
、
の
非
無
で
あ
る
。

常
無
常

の
義

は
六
租
壇
経
に
見
え

て
ゐ
る
が
、
鯨

の
二
句

は
解

ら
濾
。
偶

々
明
信
宗
渤

の
金
剛
経
注
解
を
護

ん
だ
が

其

の

一
段

に
、

懸
身
去
來
是
異
。
注
身
無
去
來
是

一
。
言
昌世
界
一者
。
喩
邑法
身
一也
。

微
塵
者
。
喩
薩
脚身
一也
。

世
界
二

也
。
微
塵

異
也
。
砕
界
作
レ塵
。

塵
無
二異
性
一。
合
.塵
爲
レ界
。

界
無
二

性
一。
喩
全
法
起
鷹
無
二異
性
一。
全
雁
胆
即
法
。
法
無
二

性
一。
故
掲
云
、
去
來
化
身
佛
。
法
身
常
不
〃動
。
於
レ是
法
界
庭
。
非
L

亦
非
'異
。

ご
説

い
て
ゐ
る
。
之

に
よ
れ
ば

一
異

こ
い
ふ
の
は
同
異

の
意
昧
で
非
同
非
異

ざ
い
ふ
事
を
離

一
異

ご
い
つ
π
の
で
あ

る
。
又
按
す

る
に
此

の
四
句
は
佛
は
之
を
四
句
離

ざ
も
謂

つ
π
の
で

一
の
離
の
字
は
以
て
此
の
四
句
全
禮

を
総

ぺ
て

ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
「
離

一
異
」
は
非

一
非
異

で
あ
り
、
「
離
倶
不
倶
」
は
非
倶
非
不
倶

で
あ
り
、
「
離
有
無
」
は
非
有
非

　

あ

　

　

無
で
あ
り
、
「
離
常
無
常
」
は
非
常
非
無
常
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
離

ご
は
何
ぞ
、
即
ち
金
剛
経
に
所
謂

「
不
レ佳
於

相
こ

ご
い
ふ
こ
ご
で
あ

る

(註
七
)
ご
彼
は
断
定
し

て
ゐ
る
。



之

に
よ
れ
ば
、
愈
曲
園
は
金
剛
経

に
所
謂
四
句
偶
な
る
も
の
を
樗
伽
経

に
求

め
來

つ
て
、
之
を
以
て
自
家

の

一
大

登
見

の
如
く
考

へ
て
ゐ
る
。
然
れ
共
、
果
し
τ
金
剛
経
の
四
句
の
掲

ご
娚
伽
纒

に
所
謂
四
句
な

る
も
の
が
、
彼

の
言

ふ
如
き
属

一
の
も

の
で
あ
り
得

る
で
あ
ら
う
か
。

思

ふ
に
禽
曲
園
の
引
謹
せ
る
経
文
は
劉
宋
の
求
那
駿
陀
羅
の
課
述
せ
る
樗
伽
蹟
多
羅
寳
経
憲
二
の

一
切
佛
語
心
品

之

二
に
見
え

て
ゐ
る
駈

で
あ
つ
て
、
同

品
に
は

も

も

も

　

も

あ

　

も

も

も

も

ち

も

　

　

　

も

も

も

も

も

も

た

大
慧
。
是
故
欲
'欝
自
豊
聖
智
事

。
常
離
生

佳
滅

一
異
倶
不
倶
有
無
非
有
非
無
常
無
常
等
悪
見
妄
想
一。

ε
も
説
か
れ
て
居
る
。
叉
唐
の
實
叉
難
陀
の
課
に
か
＼
る
大
乗
入
樗
伽
経
の
方
を
見
て
も

も

も

も

　

も

あ

大
慧
。
諸
佛
読
法
離
於

四
句
一。
謂
離
二

異
倶
不
倶
及
有
無
等
建
立
誹
誘
一。

ご
い
ひ
、
又

大
慧
。

有
三

種
畳
智
一。
謂

観

察
智
及
取
相
分
別
執
着
建
立
智
一。
観
察
智
者
。

謂
観
三

切
法
一。
離

西

句
一不
"可
レ

も

も

　

も

も

　

　

も

　

も

　

　

も

　

あ

も

得
。
四
句
者
。

謂
二

異
倶
不
倶
、
有
非
有
常
無
常
等
一。
以
呂諸
法
離
庇

四
句
一。
是
故
説
言
・二

切
法
離
一。
大
慧
。

如
影是
観
法
。
汝
鷹
・修

學
一
(註
八
)

ご
あ
る
。
梵
本
の
入
樗
伽
経
の
・甲
に
も

あ

あ

も

も

も

　

ち

も

う

ら

う

う

ち

わ

あ

ぬ

う

あ

も

、
大

慧

よ
。

聖
自

讃

に
於

て
、
生

住
滅

一
異

、
倶

不
倶

、
有
無

の
分

別
を

選
離

す

べ
し

(註
九
)

こ
か
、

清
儒
命
…曲
園
と
そ
の
金
剛
経
注
(三
)

四
七



清
儒
禽
曲
園
と
そ

の
金
剛
輕
注

(
三
)

四

八

大
慧
よ
・
如
雰

認
謬

四
響

欝

ぢ

・
謂
e
、厨

禦

雰

薯

ぎ

離
び
、
脊
鯉
経

ぎ

謬

ジ

も

　

も

　

離
れ
π
り
◎
(註
一
〇
)

ご
云
ふ
風
な
文
句
が
各
虜

に
出
て
ゐ
る
。
此
を
以
て
見

る
に
、
要
す

る
に
、
四
句

ご
は
有
無

ざ
か
、
同
異

こ
か
、
倶

不
倶
こ
か
常
無
常

ご
か
の
相
樹
的
分
別

に
就

い
て
之
を
示
し
、
此

の
相
封
観
を
離
れ

て
所
謂
絶
樹
境

に
入

る
べ
き
を

説

い
沈
も
の
こ
思

へ
る
。
故

に
樗
伽
経

に
用
ひ
ら
る
、
四
句
云
ル
は
倶
含

や
唯
識
家

の
所
謂
四
句
分
別
の
義

ε
見

て

よ
か
ら
う
。
然

り
ご
せ
ば
之
を
以
て
金
剛
経
中
の
「
乃
至
四
句
掲
等
を
受
持
す
」
云

々
の
四
句

の
伽
陀

に
當
て
る
こ
い

ふ
命
曲
園
の
所
論
は
事
實
上
大
な

る
見
當
外
れ
だ

ε
謂

ふ
べ
き
で
あ
る
。

元
來
、
金
剛
経
中

に

四
句
掲
云

々
の
文
は

第
八
分
(命
曲
園
で
は
上
篇
第
五
節
)
ご

第
十

一
分

(前
氏
、
上
篇
第
六
節
)
ピ

第
十

二
分

(命
氏
、
上
篇
第
六
節
)及

び
第

二
十
四
分
(命
氏
、
下
篇
第
七
節
)
ビ
第
三
十
二
分
(禽
氏
、
下
篇
第
+
一
節
)等

に
見
え

て
ゐ
て
、

そ
れ

が
悉
く
本
経
護
請

の
功
徳
を
高
張
す

る
意
味

の
中

に
含
俵
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
箭
曲
園

の
金
剛
経
注

で
は
是
等

の
凡
て
を
後
人

の
蜜
入
誤
術
こ
し
て
沫
殺
し
去

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
悉
く
是
等

の
文
を
沫

殺
す
る
程
な
れ
ば
、
四
句
偶

の
解
決
を
急

い
で
樗
伽
経
な
ど
を
引
合

に
し
て
馬
脚
を
顯
す

こ
ご
を
要
せ
な

い
筈
で
あ

る
け
れ
共
、
彼

が
金
剛
経
訂
義
や
、
春
在
堂
晴
筆

や
茶
香
室
叢
鋤
な
ど
を
書

い
π
時
代
は
未
だ
其
迄
の
徹
底
し
π
見

解
に
達

し
て
ゐ
な
か
つ
π
の
で
あ
ら
う
。

逡

に
金
剛
経
注
を
著
す
に
至
つ
て
こ
、
に
大

い
に
疑
問
を
挿
み
、
其

の
序
文
な
ど
で
は
、
前

々
號

に
述

べ
て
お

い



π
様

に
現
存
金
剛
経
本
文
に
後
人

の
附
加
窟
入
あ
る
事
を
指
摘
し
之
を
其

の
謹
左

の
第
五
位

に
加

へ
る
こ
い
ふ
始
末

に
な

つ
π
の
で
あ

る
。

無
論
今

日
の
金
剛
経
に
は
蜜
入
も
術
文
も
あ

る
事
で
あ
ら
う
、

け
れ
共
四
句
偶

云
々
の
部
分
を
彼

の
如
く
全
部
沫

殺
す

る
こ
い
ふ
こ
ご
は
果
し
て
要
當
で
あ
ら
う
か
。
こ
、
に
は
大

い
に
議
論
の
鈴
地
が
あ

る
こ
ご
、
思

ふ
。

そ
れ

ご
同
時

に
四
句
偶
そ
の
も

の
に
就

て
も
論
辮

の
要
が
あ
ら
う

ご
思

ふ
。
從
來
此

の
問

題
に
つ
い
て
は
學
者
間

に
も
議
論
紛
然
π
る
も
の
が
あ
つ
π
よ
う
で
あ
る
。
晴

の
吉
藏
な
ど
は
、
或
人
は
此
経

の
下
文

の
二
掲
帥
ち

「
若
以

色
見
我
云

々
」
及
び

「
一
切
有
爲
法
云

々
」
だ
こ
い
ひ
、
或
人
は
大
乗
纒
の
四
句
は
要
掲
で
雪
山
の
四
句
即
ち

諸
行
無
常
。
是
生
滅
法
。
生
滅

々
已
。
寂
滅
爲
樂
。
(捏
樂
経
十
四
に
あ
り
)

だ

こ
も
言
ひ
或
は
掲

の
字
義

が
蜴

で
「
取
昌其
蜴
審
一別
名
レ偶
」
な
ど

ざ
説
く
も
の
も
あ
る
。
ヌ
経

の
上
文
に
あ
る
「
不

可
取
。
不
可
説
。
非
法
。
非

々
法
。
」
が
四
句
掲

だ
こ
言

ふ
者
も
あ
る
。
然
し
凡
て
謬

つ
て
ゐ
る
。
之
は
少
を
墨
げ
て

多
を
況

へ
る
言
で
あ
つ
て
、

一
の
四
句
は
此
れ
言

の
最
少
で
あ
る
。
若

し
能
く

一
の
四
句

を
受
持
せ
ぱ
其
の
輻
徳
は

無
邊

で
あ
る
。
況
ん
や
後

の

一
段

一
章

一
品

一
部
を
や
。
故
に
経
の
意
を
得

て
語
言
に
著
し
て
は
な
ら
ぬ
(註
二

)
ご

言

つ
て
ゐ
る
。
此
説
は
明

の
元
賢
な
ど
も
之
を
認

め

も

も

　

あ

り

し

あ

あ

四
句

掲
者

。
從

來
議
論

紛
然

。

各
干
昌経
中
一取

開四
句
一以
當
レ之
。

不
レ知
慧上
有
昌乃

至

二
字
一。

是
自
ひ多

至
.少
之
意

。

謂
締子
己此

経
一受
ゐ持
演
甲説

、
或
全

憲
.
或
宇

憲
、

或

一
分

、
乃
至

或

四
句

偶
等

。

(註
一
二
)

清
儒
前
曲
園
と
そ
の
金
剛
輕
注
(三
)

四
九

●



清
儒
命
曲
園
と
そ
の
金
岡
経
注
(三
)

五
〇

ε
言
ひ
、
唐

の
宗
密
は

・

掲
云
。
受
持

法
一及
説
。
不
'塞
・於
輻
徳
一。
輻
不
レ趣
・菩
提
一。

二
能
趣

書

提
一。
四
句
者
。
但
於

西

句
一詮
レ義
。
究
覧

郎
成
二四
句
一偶
◎
(註
;
じ

ε
い
ひ
、
陳
雄

の
説
で
は

三
昧
経
云
Q

一
切
佛
法
。
撮
在

こ

四
句
偶
虫

。
(註
一
四
)

な
ど

こ
記
し
て
ゐ
る
が
、
徐
り
明
解

こ
も
思

へ
ぬ
。
呂
羅

の
注
講
金
翻
経

で
は
、
四
句
掲

は
當
に
無
我
相
、
人
相
、

衆
生
相
.
衆
者
相
を
指
す
の
だ

ざ
言

つ
て
ゐ
る
が
、
果
し
て
此
の
四
者
を
偶

ご
見
得

る
か
ど
う
か
。
そ
こ
に
な

る
ε

山
ハ
顧
慧
能

の
如
き
は
、

十

二
部
経
大
意
。

鑑
在
・四
句
之
中
一。
何
以
知
・其
然
幽。

以
二諸
経
中
讃
墜

。
四
句
掲
即
是
摩
詞
般
若
波
羅
密
多
。

以
摩

詞
般
若
M爲
・諸

佛
母
一。
三
世
諸
佛
皆
依
二此
経
修

行
Q
方
径
・成
佛
一。
(註
一
五
)

ご
極
め
て
簡
明
端
的

に
片
づ
け
て
ゐ

る
が
、
元
の
中
峰
和
省

に
至

つ
て
は
、
謂

へ
ら
く
、
金
剛
経
中
に
四
句
偶
ご
言

つ
て
ゐ
る
に
醤
し
て
論
者
紛
然
。
労

捜
曲
指
し
甚

し
き
者

に
至

つ
て
は
⊥
ハ
組

に
曹
漢

ロ
訣

ご
い
ふ
も

の
が
あ

つ
て
、

金
剛
般
若
波
羅
密
経

の

一
句
八
字

を
二
字
つ
つ
に
発
轄
て
四
句

こ
す
る
。
人
を
惑

は
す
こ
ご

一
π
び
此
に
至
る
ご
却

つ
て
経
中

に
四
句

一
掲
を
言

ふ
こ
ご
を
思
は
な

い
も
の
が
あ
る
。
経
に
は
必
す
四
句
偶

こ
い
ふ
上
に
乃
至

の
二
字

が

あ
り
下

に
は
等

の

一
言
が
あ
る
。
未
だ
嘗
て
四
句
偶

ご
軍
薦
は
し
て
ゐ
な

い
。

こ
の
乃
至
ご
は
不
及
之
僻

で
あ
り
等



巴
は
総
該
之
義

で
あ
る
か
ら
、
今
、
此
文

に
よ
つ
て
直
解
す
れ
ば
、
但
し
此

の
般
若

の
章
旬

に
於

て
受
持
す

る
こ
ざ

一
句

二
句
三
句
乃
至
四
句
よ
り
十
百
千
句
等
・に
及

ぶ
ご
云
ふ
意
味
で
あ

る
。

こ
れ
以
上
の
穿
難
を
要
こ
し
な

い
。

必

す
や
曲
勢
神

思
し
て
遽
く
に
四
句
を
求
め
て
以
て
自
ら
戸
隔
を
開
く
の
轍
を
蹟
ま
組
が
よ
い
(註
一
六
)
ご
注
意
し
て
ゐあ

る
。
此
中
峰
の
説

は
後

に
明
の
雲
棲
株
宏
も
賛
詞

の
意
を
表

し
、
此
説
は
最
も
穏
當
で
あ
る
。
術
経
の
下
交
に
は
「
晴

　説
晶此
経
乃
至
四
句
偶
等
こ
の
文
が
あ

る
が
、
此
の
階

の

一
字

で
も
義
更
に
明
顯

で
あ
る
ご
つ
け
加

へ
て
ゐ
る
。

(註
一

七
)

も

も

も

以
上

の
如
く

注
家

の
所
見

に
異
同

は

あ

る
が
、
中

峰

や
株
宏

や
元
賢

の
三
師

は
明

に
乃
至

四

句
偶

等

ざ
云

ふ
文
字

に

つ
い
て
特

に
注
意

し
、

乃
至

の

二
字

を
解

し

て
多

よ
り
少

に
至

る
か
少
よ

り
多

に
至

る
か

の
義

ご
見

陀

の

で

あ

る
。
「此
黙

は
禽
曲

園

な
ど

は
寧

ろ
等

閑

睨

し
把
虞

で
何
等

論
及

し

て
ゐ
な
い

の
で
あ

る
が
、
抑

≧

こ
の
中

峰
和
術

の

如

き
見
解

も
亦

要
當

で

あ

る
ご
決

定

し

て
よ
か
ら

う

か
。
今

や
ヌ
梵
本

の
同
二

箇

庭

を
披

見

す

る
ご

く
器

$

一8
ω
島
同錠
筥
9
も
碧
k
留

鍵
3
蜜
。。
8
葺
噸-℃
毬

涛
ゆ旨

9覧

σQ
暮
冨
巳

巷

αq
昔
鴇

嚇
槻①σ
ξ

霧

鼠
ω鼠
器
囁

紆
伽竜
o
叶

ω
9臣
℃
鎚
罫
珍
}、9

曙
鋤
ヨ

①
轟

冨
審
ω
p
こ
ぎ
9
日

冨

ゴ

冨
箪
田

窟
場

甲
ω冨

p
山
冨

B

℃
蚕
ω舞
ξ

簿

巷

箪
B
①
図
9
韓

9
。。鋤
浄
-

犀
げ
図
O
図
9
日

(依
法
出
生
分
第
八
ノ
第
九
節
)

　

あ

あ

　

叉
人
あ
り
て
此
法
門
よ
り
乃
至

(少
く
と
も
)
四
句

の
伽
陀
を

電
取
り
て
廣
く
他
人

に
宣
読
開

示
せ
ん
に
、
此
入
は
實

に
此
困
縁

に
由
り

て

爾
多

く
無
量

無

数

の
藤

聚
を
生
ぜ
ん
。

無

儒
ム別
曲
園
と
そ

の
金
剛
輕
注

(
三
)

五

一



滴
儒
命
…曲
園
と
そ

の
金
剛
経
注

(
三
)

.

五
二

も

あ

ご
な
つ
て
居

り
漢
鐸
し
て
乃
至

こ
な
す
も
の
は
梵
語
の
原
典
で
は

》
暮
鼠
器

帥
ち

舞

一$
。。け
の
意

こ
な

つ
て
居

る
。

故
に

8

貯
触
器

ε
か

諺
窪

こ
い
ふ
意
昧

の
乃
至
で
は
な
い
事
は
明
瞭

で
あ

る
。
後
者
な
ら
ば
梵
語
の

風
く
暮

で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
(註
+
入
)

こ
＼
に
於
て
吾
人
は
古
來

の
金
剛
経
を
注
す

る
も
の
の
見
解

に
於

て
、

こ
の
場
合
誤
れ

る
所
見
あ
る
を
知

る
ご
共

に
羅
什
が
乃
至

ざ
課

せ
る
意
昧
が

暮

一$
鴇

で
あ
つ
た
事
を
想
見
す

る
も
の
で
あ
る
。

さ
る
に

て
も
四
句
掲
云

々
の

文
を
愈
曲
園

の
如
く
窟
入
こ
し
て
仕
舞

へ
ば
其
迄
で
あ
る
が
、
之
を
梵
文
に
於
て
も
同
じ
場
所

に
存
在
す

る
等

の
鮎

か
ら
見
て
、
或
は

一
経

の
債
値
ご
権
威
ご
を
印
象
づ
け
、
其

の
信
仰
を
確
持
せ
し
む

べ
き
用
意

か
ら
見
て
、
此

の
経

の
五
ケ
庭

に
出
つ
る
四
句
掲
云

々
の
禮
讃
的
文
章
を
在
來
の
も

の
こ
し

て
認
め
る
な
ら
ば
、

一
禮

四
句
掲

ご
指
す
も

の
は
何
れ
に
説

か
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

吾
人
は
此
の
問
題
を
確
定
す

る
資
格

に
乏
し

い
も
の
で
は
あ
る
が
、
或
は
古
く
か
ら
唱

へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
如
く
本

経

の
第
三
十

二
分
の
偶
帥
ち

「
一
切
有
爲

の
法
は
、
夢
幻
泡
影

の
如
く
、
露

の
如

く
亦
電

の
如
し
、
癒

に
是

の
如

き

の
観
を
作
す

べ
し
」

ご
あ
る
も

の
で
玄
弊
鐸

に
よ
れ
ば

諸
和
含
所
爲
。
如
星
騎
燈
幻
。
露

泡
夢
電
雲
。
磨

作
如
是
観

こ
な

つ
て
ゐ
る
も
の
を
指
す

ご
見

て
よ
か
ら
う
ご
思
ふ
。
何

ざ
な
れ
ば
、
梵
本

に
よ
る
ご
、
此

の
上
文
は

若
し
善
男
子
或
は
善
女
人
が
あ

つ
て
、
此
の
智
成
満
法
門

よ
り
乃
至
(
少
く
こ
も
)
四
句
の
偶
頗
を
取

つ
て
、
持
説



護

諦

し
、
叉

他
人

の
爲

に
廣

く
開

示
す

る
者

が
あ

つ
把
な

ら

ば
、
此

人

は
實

に
此

の
因
繰

に

よ

つ
て
術
多

き
無

量
無

敷

の
福
聚

を
生

す

る
で
あ

ら
う
。

(然

ら
ば
)
彼

は

如
何

に
開

示
す

れ
ば

よ

い
か
。

(註
+
九
)

ざ
説

い
て
居

り
、

次

に
此

の

一
頚

を

述

べ
て
更

に
、

「
か
く

の
如
く
開

示

せ

よ
」
ご
言

つ
て
ゐ

る
の
か
ら
推

論

し
得

る

か
ら

で

あ

る
。

然

も
術
般

若
経

は

一
切
皆

塞

を
説

示
す

る
も

の
で
あ

つ
て
此

の

一
掲

は
實

に
よ

く
其

の
妙

味

を
顯

し

得

て
充
分

で
あ

る

ご
思

は
れ

る
か
ら

で
あ

る
。

尤
も
金
剛
経
中
に
は
四
句
の
偶
は
少
く
と
も
三
頒
ば
か
り
存
左
し
た
筈
で
、
其
一
は
上
述
の
第
三
十
二
分
の
そ
れ
で
あ
つ
て
、
他
の
一
は
第
廿
六
分
の

「
若
以
色
見
我
弐
々
」
で
あ
り
、
今

一
つ
は
羅
什
繹
以
前
の
五
課
に
現
存
し
梵
本
に
も
存
す
る
所
の
も
の
で
、
玄
舞
及
び
義
浮
の
所
課
で
は

磨
レ
観
二
佛
法
性
㌔

帥
導
師
法
身
。
法
性
非
レ所
レ議
。
故
彼
不
レ
能
レ
了
。

と
な
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
之
は
羅
什
澤
に
は
鋏
げ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
第
廿
六
分
申
に
「若
以
色
見
我
去
々
」
の
四
句
偶
と
共
に
並
び
説
か

れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
是
等
も
諸
法
無
我
の
理
を
示
し
て
金
剛
紹
の
精
髄
に
違
ひ
な
い
と
す
れ
ば
、
輕
中
に
四
句
偶
と
し
て
鍛
々
墨
・げ
ら
れ
る
る
も

の

が
、
此
の
二
碩
を
も
含
み
得
る
も
の
と
し
て
も
敢
て
差
支
な
い
や
う
な
氣
が
す
る
。

九

命
…曲
園
は
特
に
佛
典
中
金
剛
経

一
部
を
選
ん
で
、
之
に
注
解
を
加

へ
、
薗
己
の
學
殖
見
地
か
ら
其

の
襲
明
す
る
所

を
明
確

に
論
定
し
陀
の
で
あ

る
が
、
由
來
金
剛
経
は
古
く
か
ら
支
那
に
渡
來
し
、
西
晋
の
時
代

に
は
早
く
も
羅
什
が

之
を
漢
鐸
し
其
後
唐
代

に
至

る
ま
で
に
六
種
の
翻
課
が
出
來

て
居

る
程
で
、
随
分
盛

に
學
者
間

に
行
は
れ
π
も
の
で

清
儒
禽
曲
園
と
そ
の
金
剛
輕
注
(
蕊
)

五
三



清
儒
箭
曲
園
と
そ
の
金
剛
輕
注
(三
)

五
四

あ

る
。
随

つ
て
其

の
注
解
講
遽
の
類
も
中

ル
鮮
少
で
は
な

い
。
已
に
印
度

に
於
て
も
無
著

が
金
剛
般
若
論
を
著
し
て

之
を
注
し
、
次

い
で
世
親

が
其

の
疏

を
作

つ
て
ゐ
る
。
支
那

に
入
つ
て
は
、
藤
宗
が
盛
ん
に
興

つ
π
唐
の
時
代
ま
で

に
、
八
百
蝕
家

の
解
注
が
あ

つ
セ
ご
言
は
れ
、

(註
二
〇
)
宋
時
代

に
は
十
七
家
注
の
金
剛
経
集
解
、
明
代

で
は
五
十
三

家

の
注

ご
稽
す
る
も
の
が
著

は
れ

て
ゐ
る
。

殊

に
明

の
時
代

に
は
、
太
祀
の
洪
武
十
年
(西
紀

=
二
七
七
)
に
天
下

の
僧
徒

に
倉
を
登
し
て
、
般
若
心
経
、
金
剛

般
若
経
携
伽
経

の
三
経

に
通
せ
し
め
、
學
士
宋
濠
に
命
じ

て
之
を
考
校
せ
し
め
、
通
せ
ざ

る
者
あ
れ
ば
、
悉
く
還
俗

せ
し

め
る
ご
云
ふ
事

に
な

つ
π
。
(註
二
一
)故

に
僧
徒

ご
云

ふ
僧
徒
は
此
之
経
を
厭
で
も
研
究
せ
ね
ば
な
ら
な

い
鐸
で

此
等

の
経
典

の
講
究
が
佛
敏
信
侶

の
み
な
ら
す
、
儒
家
の
間
に
も
自
然
流
行
し
其

の
定
観

が
、
當
時
の
陸
王
の
學

ご

相
反
映
し
、
更
に
引

い
て
は
清
儒
に
も
及
ん
で
ゐ

る
。

清
朝

に
な

つ
て
か
ら
金
岡
経

の
研
究

に
手
を
染

め
た
も
の
は
、
謝
承
護
、
孫
念
幼
、
徐
昌
治
、
寂
霞

.
徐
塊
廷
、

通
理
、
周
克
。
成
鷲
.
薄
腕
、
襲
概

.
行
策
、
大
墳
、
翁
春
、
王
錫
壇
、
存
吾
、
王
起
隆
、
孚
佑
、
行
敏
、
薄
仁
、

子
眞
、
仲
之
屏
.
徐
螢
、
無
是
、
璽
耀
、
性
起
、
浮
挺
等

の
諸
家
を
数

へ
る
こ
ご
が
出
來
、
殆
ど
績
大
藏
経
中

に
其

の
編
著
は
牧

め
ら
れ

て
ゐ
る
、
無
論
此
中

に
は
儒
家

に
薦
す

る
人
に
も
多

い
。
殊

に
宗
敷
的
信
仰

ご
學
理
的
思
辮
を

逞
う
す

る
公
年
學
派
系
統
の
人

々
の
間

に
は
佛
典

の
研
究

に
興
味
を
持

つ
も
の
が
、

か
な

り
多

い
繹
で
近
く
愈
曲
園

の
如
き
博
學

の
大
儒
が
上
述

の
如
き
試
み
を
成
し
た
る
は
寧
ろ
當
然

の
事
で
あ
る
ご
言
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。



勿
論
金
剛
経

の
如
き
は
般
若
塞
宗

の
激
義
を
審
し
元
も
の
こ
は
云

へ
、
歴
代

の
學
匠
租
師

は
各
主
自
家
の
敷
義
信

為

仰

ご
結
び
つ
け
て
理
解

し
よ
う
こ
し
て
ゐ

る
の
で
、
天
台

に
は
天
台

の
見
方
が
あ
り
、
藤
宗

で
は
灘
宗

の
見
方

が
あ

つ
て
彼

の
川
老
注
金
測
経
の
如
き
は
特

に
藤
門

必
須
の
金

玉
交
字
ご
見
ら
れ
、
之
に
依
つ
て
以
て
経
文

の
本
冒
は
眞

實
如
法
に
開
示
せ
ら
れ
だ
こ
し
て
、
之
が
如
實

の
禮
鹸
的
生
活
に
入
ら
し
め
ん
事
を
要
求
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然

し
乍
ら
愈
曲
園

の
立
脚
地
は
ど

こ
ま
で
も
學
的
の
立
場
で
あ
る
。
寧
ろ
論
理
的

に
般
若
の
意
義
本
旨
を
経
典
本
文
の

上
か
ら
槍
索

し
考
謹
し
よ
う
ご
云

ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
元
よ
り
純
梓
な
佛
家
的
編
習

に
陥

つ
把
黙

が
な

い
代
り
に
、

儒
家
的
家
臭

が
必
す
し
も
皆
無

ご
は
云

へ
濾
。
然

し
或

る
意
味

に
於

て
吾
人

に

一
種

の
新
し
い
何
者

か
の
暗
示
を
興

へ
、
幾
労
か
の
學
的
反
省
を
輿

へ
る
も
の
が
あ
り
ε
す
れ
ば
、
彼
自
身
の
任
務
は
大
禮

に
於
て
有
意
義

に
絡

つ
π
も

の
こ
言

つ
て
よ

い
。

(完
)

註

一
、
爺

曲
園
、
命

撰
裸
纂
巷

四
十

七
金
囲
纏
訂
義
其

二
。
(
春
存
堂

全
書
本
)

註

二
、
梵

丈

と
簿
属

ソ
自口
】一Φ
触
本

、

画南
加除
丈

雄

氏
、

林
州・文
ム
立
酬
剛
輕

講
艶
我
一
山ハ
ニ
ー

一
山ハ
一ご
百
ハ礁少
昭
…。

註

三
、
余
曲
園

命
…櫻
裸

纂
巻

四
十

七
金
剛
輕

訂
義
其
四
。
(
春
在
堂
全
書
本
)

註

四
、
梵
本

蜜
簿
×
蜜
艶
δ
憎
本
、
南

條
丈
雄
氏
、
梵
丈
金
剛
纒
講
義

二
七
八
ー

二
八
〇
頁
参

照
。

註
五
、
宗
教
研
究
第

二
巻
第
四
號
、
干
潟
龍
騨
氏
、
般
若
経

の
諸
問
題
、

(
七
、
般
若
輕

に
於

け
る
眞

如

冒
夢
ゆ
邸

註
山ハ
、
命

・嘔
闇
剛
、
春
在
堂
一階
筆

七
◎
(
麻
L在
堂
一全
書
本
)

註

七
、
禽

曲
園
,、
茶
香
室
叢
紗
巷

十
三
。
(
春
在
堂

全
書
本
)

浩
儒
八旬
曲
園
と
そ
の
金
剛
輕
注

(
三
)

の
意
義
)
蓼
照
。

五
五



清
儒
愈

曲
園

と
そ
の
金
剛
紹
注

(
三
)

五
六

註
入
、
大
乗
入
橿
伽
経
巻

二
、
集

一
切
法
品

ニ
ノ
ニ
。

(
國
藏

九
套

十
研
)

註
九
、
泉
芳
環
氏
、
邦
諜
梵
文

入
樗
伽
経

五
五
頁
滲
照
。

一註

一
〇
、

全
書

五
六
頁
怠少
照
O

註

一
一
、
吉
藏
法
師
、
金
剛
般

若
輕
義
疏
巻

二
。

註

一
二
、
元
賢
、
金
剛
経
略
疏
c

註

一
三
、

宗
密

圭
峰
、
金
剛
般
若
経
疏
論
纂

嬰
上
。

註

一
四
、
十
七
家
注
金
剛
輕
中

所
引
。

註

一
五
、
慧

能
大
鑑
、
金
剛
経
解
義

。

註

一
六
、
中
峰
明
本
、

天
目
申
峰
和
樹
廣

録
巻

一
五
、
金
剛
経
般
若
略
義
。

註

一
七
、
株
宏
、
樗
嚴
経
模
象
記
附
諸
輕

(金
剛
般
若
経
)
。

一註

一
入
、

竃
瀞
×

H≦
口
一δ
機
本
・
弓
同
国σq
訟
帥-も
節
目帥
§
ぽ
鋤
ーザ
噌一α
簿
)・帥
-U◎
ロ
需
即
0

南

條

丈

雄

氏
、

林
生
叉
ム並
剛
輕

砒講
一義

一
山ハ
五
i

一
六

山ハ
頁
参

照
。

註

十

九
、

全

書

、

三

五

四
ー

三

五

五

頁
参

照

o

註

二
〇
、

楊
圭
、
金
剛
経
集
解
序
云
至
二
唐
時

一
解
註
已
有

二
八
百
飴
家

旧。

註

一
二

.
明
ノ
覆

、
翰
林
詑
云
、
洪
武
十
年
九
月
、
令
三
曾
徒
皆
通
二
般
若
心
輕
、
金
剛
般
若
経
、
携
伽
経

一
。
命
二
學
士
宋
灘

一
、
考
二
校
之

噸
、
不
レ
通

者
令
二
還
俗

一
。
(命

曲
園
、
茶
香
室
績
砂
巻
十

七
所
引
)

(
昭
和
四
、

二
、

二
三
稿
了
)


